
令和元年第３回七戸町議会定例会

会 議 録

──────────────────────────────────────

令和元年８月２８日七戸町告示第６５号で、令和元年第３回七戸町議会定例会を９月１

０日上北郡七戸町議会議事堂に招集する。

──────────────────────────────────────

令和元年 ９月１０日 午前１０時００分 開会

令和元年 ９月１８日 午前１０時５１分 閉会

──────────────────────────────────────

○応召議員（１６名）

議 長 １６番 瀬 川 左 一 君 副議長 １５番 盛 田 惠津子 君

１番 中 野 正 章 君 ２番 山 本 泰 二 君

３番 向中野 幸 八 君 ４番 二ツ森 英 樹 君

５番 小 坂 義 貞 君 ６番 澤 田 公 勇 君

７番 哘 清 悦 君 ８番 岡 村 茂 雄 君

９番 附 田 俊 仁 君 １０番 佐々木 寿 夫 君

１１番 田 嶋 輝 雄 君 １２番 三 上 正 二 君

１３番 田 島 政 義 君 １４番 白 石 洋 君

──────────────────────────────────────

○不応召議員（０名）

──────────────────────────────────────

○町長提出案件

報告第２３号 専決処分事項の報告について

(自動車損害事故に係る和解及び損害賠償の額を定めることについて)

議案第６１号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条

例の整備に関する条例について

議案第６２号 七戸町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について

議案第６３号 七戸町地域ケア会議設置条例の一部を改正する条例について

議案第６４号 七戸町営牧野条例の一部を改正する条例について

議案第６５号 七戸町営住宅条例の一部を改正する条例について

議案第６６号 七戸町水道事業の剰余金の処分等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて

議案第６７号 七戸町水道事業給水条例の一部を改正する条例について

議案第６８号 七戸町過疎地域自立促進計画の変更について

議案第６９号 土地売買契約の締結について

議案第５３号 令和元年度七戸町一般会計補正予算（第５号）



議案第５４号 令和元年度七戸町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案第５５号 令和元年度七戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第５６号 令和元年度七戸町介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案第５７号 令和元年度七戸町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

議案第５８号 令和元年度七戸町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

議案第５９号 令和元年度七戸町水道事業会計補正予算（第２号）

決算審査特別委員会審査報告

議案第６０号 平成３０年度七戸町各会計歳入歳出決算の認定について

報告第２２号 平成３０年度決算に基づく七戸町の健全化判断比率及び資金不足比率の

報告について

○議員提出案件

議員派遣について

─────────────────────────────────────

○その他

会議録署名議員の指名について

会期の決定について

諸般の報告について
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令和元年第３回七戸町議会定例会

会議録（第１号）

令和元年９月１０日（火） 午前１０時００分 開会

──────────────────────────────────────

○議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名について

日程第２ 会期の決定について

日程第３ 諸般の報告について

日程第４ 提出議案一括上程

「報告第２３号専決処分事項の報告について」から「報告第２２号平成３

０年度決算に基づく七戸町の健全化判断比率及び資金不足比率の報告につい

て」までの１７議案、２報告を一括上程

（町長提案理由説明）

日程第５ 決算審査特別委員会設置について

──────────────────────────────────────

○本日の会議に付した事件

議事日程のとおり

──────────────────────────────────────

○出席議員（１６名）

議 長 １６番 瀬 川 左 一 君 副議長 １５番 盛 田 惠津子 君

１番 中 野 正 章 君 ２番 山 本 泰 二 君

３番 向中野 幸 八 君 ４番 二ツ森 英 樹 君

５番 小 坂 義 貞 君 ６番 澤 田 公 勇 君

７番 哘 清 悦 君 ８番 岡 村 茂 雄 君

９番 附 田 俊 仁 君 １０番 佐々木 寿 夫 君

１１番 田 嶋 輝 雄 君 １２番 三 上 正 二 君

１３番 田 島 政 義 君 １４番 白 石 洋 君

──────────────────────────────────────

○欠席議員（０名）

──────────────────────────────────────

○説明のため会議に出席した者の職氏名

町 長 小 又 勉 君 副 町 長 似 鳥 和 彦 君

支 所 長
総 務 課 長 中 野 昭 弘 君 加 藤 司 君

(兼庶務課長)

企画調整課長
田 嶋 邦 貴 君 財 政 課 長 金 見 勝 弘 君

（兼地域おこし総合戦略課長）
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会 計 管 理 者
原 田 秋 夫 君 税 務 課 長 附 田 敬 吾 君

(兼会計課長)

社会生活課長
町 民 課 長 原 子 保 幸 君 小 山 彦 逸 君

(兼城南児童館長)

健 康 福 祉 課 長
(兼七戸町包括支援センター所長・ 氣 田 雅 之 君 商工観光課長 附 田 良 亮 君
天間林老人福祉センター所長）

農 林 課 長 鳥谷部 勉 君 建 設 課 長 仁 和 圭 昭 君

上下水道課長 井 上 健 君 教 育 長 附 田 道 大 君

学 務 課 長 鳥谷部 慎一郎 君 生涯学習課長 田 中 健 一 君

世界遺産対策室長 甲 田 美喜雄 君 中央公民館長 髙 田 博 範 君

南 公 民 館 長
髙 田 美由紀 君 農業委員会会長 天 間 俊 一 君

(兼中央図書館長)

農業委員会事務局長 三 上 義 也 君 代表監査委員 野 田 幸 子 君

監査委員事務局長 天 間 孝 栄 君 選挙管理委員会委員長 新 舘 文 夫 君

選挙管理委員会事務局長 原 子 保 幸 君

──────────────────────────────────────

○職務のため会議に出席した事務局職員

事 務 局 長 天 間 孝 栄 君 事 務 局 次 長 中 村 孝 司 君

──────────────────────────────────────

○会議録署名議員

７ 番 哘 清 悦 君 ８番 岡 村 茂 雄 君

──────────────────────────────────────

○会議を傍聴した者（２名）

──────────────────────────────────────

○会議の経過
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開会 午前１０時００分

○開会宣告

○議長（瀬川左一君） 皆さん、おはようございます。

ただいまから令和元年第３回七戸町議会定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員は１６名で、定足数に達しております。

したがいまして、令和元年第３回七戸町議会定例会は成立いたしました。

──────────────────────────────────────

○開議宣告

○議長（瀬川左一君） これより、本日の会議を開きます。

本日の議事日程及び本定例会における説明員は、お手元に配付したとおりです。

──────────────────────────────────────

○日程第１ 会議録署名議員の指名について

○議長（瀬川左一君） 日程第１ 会議録署名議員の指名についてを行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、７番哘清悦君と８番岡村茂雄君

を指名します。

──────────────────────────────────────

○日程第２ 会期の決定について

○議長（瀬川左一君） 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。

初めに、議会運営委員長から報告を求めます。

議会運営委員長。

○議会運営委員長（白石 洋君） 皆さん、おはようございます。

議会運営委員会、委員長報告をさせていただきます。

去る８月２８日告示、本日招集されました令和元年第３回七戸町議会定例会の会期につ

いて、先般８月２８日、午前１０時から議会運営委員会を開催し、審査した結果、お手元

に配付いたしましたとおり、本日９月１０日から９月１８日までの９日間を会期とするこ

とに決定をいたしました。

本日は、議案等の一括上程、決算審査特別委員会の設置及び同委員会の正副委員長の互

選を行います。１２日及び１４日から１６日まで、議案調査並びに閉庁日のため、休会と

します。１１日は一般質問、１３日と１７日は決算審査特別委員会を行いますが、運営方

法については皆様のお手元に配付のとおり、議会運営委員会で取りまとめさせていただき

ましたので、御参考にしていただきたいと思います。最終日の１８日は、議案第６０号を

除く今回上程されております全議案について審議を行うこととしております。

以上のとおり、進行してまいりたいと思いますので、何とぞ議員各位の御理解と御協力

を賜り、当委員会の決定に御賛同くださいますようお願いを申し上げまして、委員長報告

といたします。どうぞよろしくお願いいたします。
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○議長（瀬川左一君） お諮りします。

本定例会の会期は、ただいま議会運営委員長の報告のとおり、本日から９月１８日まで

の９日間としたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（瀬川左一君） 御異議なしと認めます。

したがいまして、本定例会の会期は、本日から９月１８日までの９日間に決定いたしま

した。

議長において作成しました会期日程及び議事日程は、お手元に配付したとおりでありま

す。

──────────────────────────────────────

○日程第３ 諸般の報告について

○議長（瀬川左一君） 日程第３ 諸般の報告を行います。

議長の諸般の報告につきましては、お手元に配付しておりますので、御了承願います。

次に、本日までに受理しました陳情書につきましては、別紙配付の陳情等文書表のとお

りです。

先般、このことについて議会運営委員会において審査した結果、陳情第５号、６号につ

いては、議員配付とすることにしましたので、御了承願います。

──────────────────────────────────────

○日程第４ 提出議案一括上程

○議長（瀬川左一君） 日程第４ 提出議案の一括上程について。

報告第２３号専決処分の報告について（自動車損傷事故に係る和解及び損害賠償の額を

定めることについて）から報告第２２号平成３０年度決算に基づく七戸町の健全化判断比

率及び資金不足比率の報告についてまでの１７議案、２報告を一括上程いたします。

町長から提出議案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（小又 勉君） おはようございます。

本日、ここに令和元年第３回七戸町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位に

は、御多忙のところ、御出席いただきまして厚く御礼申し上げます。

提出議案の御説明の前に、一般報告をさせていただきます。

まず、８月１６日に開催した恒例の「しちのへ夏まつり」でありますが、天候に恵まれ

ず、ステージ部門は予定通り終了することができたものの、花火大会は翌日へ順延となり

ました。翌日は晴天となり、花火大会も無事終了することができました。関係者各位の御

協力に感謝申し上げます。

次に、町の基幹産業である農業は、新規就農者支援、稲作から高収益作物への転換支援

としての機械補助に取り組んでおりますが、依然として経営環境は厳しい状況が続いてお

ります。
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国による経営所得安定対策事業、いわゆる転作においては、県段階設定の大豆が廃止、

耕畜連携助成の飼料用米の稲わらが満了となったことを受け、本年度は、町段階で設定す

ることができましたが、次年度以降についての継続は、困難なことが予想され、新たなメ

ニューの設定が求められております。

また、本年度新たに設定した「輸出用米」については、今週の収穫の実績を検証しなが

ら、主食用品種で複数取り組みができ、育苗管理の一本化、作業の軽減、さらには、

「ジャパン・シチノヘ」ブランドとしての販売ルートも確立を念頭に生産者の安定した収

入が見込めるような支援を検討していきたいと考えております。

次に、町の主要作物である水稲の生育状況についてですが、８月３０日に東北農政局か

ら公表された８月１５日現在における作柄概況は、南部・下北地区は、「やや良」と見込

まれております。

今後は、県及び農協、農業関係団体等と連携を密にして、良質米確保に向けた適期刈り

取りなど、管理・技術指導を徹底してまいりたいと考えております。

最後に、９月４日のプレイベントに始まり、９月８日の御還りで幕を閉じた「しちのへ

秋まつり」であります。

初日の日程は、雨のため中止となりましたが、中日、最終日は秋晴れとなり、流し踊

り、仮装大会、山車の合同運行がにぎやかに行われ、盛会裏に終了いたしました。なお、

夏まつり、秋まつりともに多くの町職員、これが支援に携わりました。特に、暑いさなか

であり、その御苦労をねぎらいたいと思います。

それでは、本定例会に提出いたしました議案の概要について御説明申し上げます。

報告第２３号専決処分事項の報告について（小学校運動会終了後の片付け中での事故に

係る和解及び損害賠償の額を定めることについて）は、令和元年５月２５日、七戸小学校

運動会の片付け中、児童が過ってボールカートを斜めに押してしまい、同敷地内に駐車し

ていた車両の左前方バンパーを破損させました。このことにより、相手方と協議した結

果、町で相手方の車両修理に要する費用全額を負担することで和解が成立したので、この

額を早急に支払う必要があることから、専決処分したものです。

議案第６１号地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

の整備に関する条例については、同法により創設された会計年度任用職員の勤務条件・給

与等について規定する必要があるため、関係条例について所要の改正を行う必要があるこ

とから提案するものです。

議案第６２号七戸町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について

は、住民基本台帳法施行令等の一部を改正する政令が公布され、令和元年１１月５日から

施行されることに伴い、同法の改正内容に準じて、所要の改正を行う必要があることから

提案するものです。

議案第６３号七戸町地域ケア会議設置条例の一部を改正する条例については、地域包括

ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律の公布に基づく、介護保
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険法施行規則の一部改正に伴い、同法等の改正内容に準じて、所要の改正を行う必要があ

ることから提案するものです。

議案第６４号七戸町営牧野条例の一部を改正する条例については、七戸町営石倉山放牧

場の一部行政財産用途廃止に伴い、所要の改正を行う必要があることから提案するもので

す。

議案第６５号七戸町営住宅条例の一部を改正する条例については、七戸町字蛇坂地内の

蛇坂団地２０戸について、蛇坂団地建替事業に伴う解体撤去実施したことから、所要の改

正を行う必要があることから提案するものです。

議案第６６号七戸町水道事業の剰余金の処分等に関する条例の一部を改正する条例につ

いては、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るため、関係法律の整備

に関する法律の施行による地方公営企業法の改正に伴い、同法等の改正内容に準じて、所

要の改正を行う必要があることから提案するものです。

議案第６７号七戸町水道事業給水条例の一部を改正する条例については、水道法の一部

を改正する法律及び水道法の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備及び経過措

置に関する制令の公布に伴い、同法等の改正内容に準じて、所要の改正を行う必要がある

ことから提案するものです。

議案第６８号七戸町過疎地域自立促進計画の変更については、七戸町過疎地域自立促進

計画の取り組み内容及び事業費の変更が必要となったことから、過疎地域自立促進特別措

置法第６条第７項の規定に基づき提案するものです。

議案第６９号土地売買契約の締結については、当該地は、今後の整備計画の予定がな

く、将来的に公共の用に供することが見込まれないことから、一般競争入札を令和元年７

月３１日実施したところ、「社会福祉法人天寿園会」に落札となったので、地方自治法及

び町条例の規定により提案するものです。

議案第５３号令和元年度七戸町一般会計補正予算（第５号）については、歳入歳出予算

の総額に、それぞれ１億３,６５８万円を追加し、予算の総額を１０６億８,４６１万７,

０００円とするものです。

歳入の主なものは、地方交付税に１億１１万８,０００円、国庫支出金に３,２０２万

８,０００円、諸収入に８,２３０万５,０００円を追加し、繰入金から３,８１２万５,０

００円、町債から４,５９１万１,０００円を減額するものです。

歳出の主なものは、総務費に２,７２５万９,０００円、民生費に１億１,３７８万４,０

００円、土木費に５,８２０万１,０００円、教育費に１,３１１万２,０００円、諸支出金

に１,６６８万７,０００円を追加し、消防費から１億４７５万８,０００円を減額するも

のです。

今回の補正の主な内容は、プレミアム付商品券事業に係る商品券の販売収入の歳入歳出

の増額、また、町道榎林・舟場向線等の道路改良舗装等工事や、その他町道の道路維持修

繕工事に係る歳入歳出の増額、シャトルバス購入に係る歳出の増額並びに電源立地対策交
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付金交付限度額が確定したことによる消防費に係る中部上北広域事業組合負担金の減額と

なっております。

議案第５４号令和元年度七戸町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）については、

歳入歳出予算の総額に、それぞれ１,２７４万円を追加し、予算の総額を２０億２,２９１

万３,０００円とするものです。

歳入の主なものは、県支出金に１,２７５万８,０００円を追加するものです。

歳出の主なものは、国民健康保険事業費納付金に１,２５３万８,０００円を追加するも

のです。

議案第５５号令和元年度七戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ１３９万円を追加し、予算の総額を３億８,２１０

万６,０００円とするものです。

歳入の主なものは、繰越金に８４万５,０００円、諸収入に５４万１,０００円を追加す

るものです。

歳出の主なものは、保険事業費に５４万１,０００円、予備費に８４万５,０００円を追

加するものです。

議案第５６号令和元年度七戸町介護保険特別会計補正予算（第２号）については、歳入

歳出予算の総額に、それぞれ４,１５１万５,０００円を追加し、予算の総額を２６億３,

８５４万６,０００円とするものです。

歳入の主なものは、繰越金に４,３３０万８,０００円を追加し、保険料から６８３万

３,０００円を減額するものです。

歳出の主なものは、諸出金に４,３３０万１,０００円を追加し、総務費から１７８万

６,０００円を減額するものです。

議案第５７号令和元年度七戸町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ４２６万１,０００円を追加し、予算の総額を４億

４,２８５万４,０００円とするものです。

歳入の主なものは、町債に４００万円を追加するものです。

歳出の主なものは、事業費に４００万円を追加するものです。

議案第５８号令和元年度七戸町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）について

は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ１１９万５,０００円を追加し、予算の総額を６,３

０７万７,０００円とするものです。

歳入の主なものは、繰入金に１１６万９,０００円を追加するものです。

歳出は、総務費に１１９万５,０００円を追加するものです。

議案第５９号令和元年度七戸町水道事業会計補正予算（第２号）については、収益的収

入の営業外収益に１万２,０００円を追加し、水道事業収益の総額を３億４,１７９万１,

０００円とし、収益的支出の営業費用に４５万８,０００円を追加し、水道事業費用の総

額を３億７６４万９,０００円とするものです。
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議案第６０号平成３０年度七戸町各会計歳入歳出決算の認定については、平成３０年度

の七戸町各会計歳入歳出決算について、地方自治法及び地方公営企業法の規定に基づき、

議会の認定に付するものです。

なお、主要施策の成果概要については、決算書に報告書として掲載しておりますので、

御審議の参考にしていただきたいと思います。

報告第２２号平成３０年度決算に基づく七戸町の健全化判断比率及び資金不足比率の報

告については、平成３０年度決算に基づく七戸町の健全化判断比率及び資金不足比率につ

いて、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づき報告するものです。

以上が、本定例会に提出いたしました議案でありますが、議員各位には、慎重審議の

上、御賛同賜りますようお願い申し上げます。

○議長（瀬川左一君） これをもって、提案理由の説明を終わります。

──────────────────────────────────────

○日程第５ 決算審査特別委員会設置について

○議長（瀬川左一君） 日程第５ 決算審査特別委員会設置について。

初めに、平成３０年度各会計歳入歳出決算の概要について、会計管理者より説明を求め

ます。

会計管理者。

○会計管理者（原田秋夫君） おはようございます。

ただいまから、平成３０年度一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算の概要について、

御説明いたします。

各会計に共通しますが、予算額及び決算額については、前年度からの繰越明許費を含ん

だものとなっております。

それでは最初に、一般会計について説明いたします。

予算総額は１０７億２,０１４万６,０００円であります。

歳入決算額は１０５億２,１８９万８,９７１円で、予算額に対する収入率は９８.１５

％、調定額に対しての収入率は９７％で、収入未済額は３億１,５６７万２,０４１円と

なっております。

その内訳は、町税７,７９８万８０１円、分担金及び負担金６万４,６００円、使用料及

び手数料６７万１,６４０円、国庫支出金１億２,６０７万円、県支出金７６８万５,００

０円、町債１億３２０万円でございます。

一方、歳出決算額は１０３億６,９７９万４,４４２円で、予算額に対しての執行率は９

６.７３％、不用額８,０６６万８,０９９円を生じております。

このことから、一般会計決算の歳入歳出差引残額は１億５,２１０万４,５２９円で、こ

の残額から令和元年度への繰越明許費繰越額２,２６１万４,０００円、事故繰越繰越額

１,０１１万４,４５９円を控除した実質収支額は１億１,９３７万６,０７０円となりま

す。
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この額から条例に基づき１億９００万円を基金へ繰り入れし、残額の１,０３７万６,０

７０円が令和元年度への繰越金となります。

次に、国民健康保険特別会計について説明いたします。

予算総額は２０億６,５９８万５,０００円であります。

歳入決算額は２０億３,３７５万９,０６１円で、予算額に対する収入率は９８.４４

％、調定額に対しての収入率は９６.０１％で、収入未済額は７,８６８万７,１６４円と

なっており、その内訳は国保税でございます。

一方、歳出決算額は１９億７,７６５万１,６７４円で、予算額に対しての執行率は９

５.７２％、不用額８,８３３万３,３２６円を生じております。

このことから、国民健康保険特別会計決算の歳入歳出差引残額は５,６１０万７,３８７

円となり、全額を基金へ繰り入れするものであります。

次に、後期高齢者医療特別会計について説明いたします。

予算総額は３億８,２３０万２,０００円であります。

歳入決算額は３億８,３１１万５,１８９円で、予算額に対する収入率は１００.２１

％、調定額に対しての収入率は９９.８４％で、収入未済額は５９万９,６００円となって

おり、その内訳は保険料でございます。

一方、歳出決算額は３億８,２２６万９,１６８円で、予算額に対しての執行率は９９.

９９％、不用額３万２,８３２円を生じております。

このことから、後期高齢者医療特別会計決算の歳入歳出差引残額は８４万６,０２１円

で、これは令和元年度への繰越金となります。

次に、介護保険特別会計について説明いたします。

予算総額は２６億２７２万１,０００円であります。

歳入決算額は２６億４,４７８万３,３９２円で、予算額に対する収入率は１０１.６２

％、調定額に対しての収入率は９９.６８％で、収入未済額は５６７万２,１５４円となっ

ており、その内訳は保険料でございます。

一方、歳出決算額は２５億５,１０７万４,３４９円で、予算額に対しての執行率は９

８.０２％、不用額５,１６４万６,６５１円を生じております。

このことから、介護保険特別会計決算の歳入歳出差引残額は９,３７０万９,０４３円と

なり、この額から条例に基づき５,０４０万円を基金へ繰り入れし、残額の４,３３０万

９,０４３円が令和元年度への繰越金となります。

次に、介護サービス事業特別会計について説明いたします。

予算総額は３９０万６,０００円であります。歳入決算額は４２５万６,３０２円で、予

算額に対する収入率は１０８.９７％、調定額に対しての収入率は１００％で、収入未済

額はございません。

一方、歳出決算額は２２４万９,９７９円で、予算額に対しての執行率は５７.６％、不

用額１６５万６,０２１円を生じております。
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このことから、介護サービス事業特別会計決算の歳入歳出差引残額は２００万６,３２

３円となり、全額を基金へ繰り入れするものであります。

次に、七戸霊園事業特別会計について説明いたします。

予算総額は２００万４,０００円であります。

歳入決算額は２００万６,６８２円で、予算額に対する収入率は１００.１３％、調定額

に対しての収入率は１００％で、収入未済額はございません。

一方、歳出決算額は１９９万８,７６７円で、予算額に対しての執行率は９９.７４％、

不用額５,２３３円を生じております。

このことから、七戸霊園事業特別会計決算の歳入歳出差引残額は７,９１５円となり、

全額が令和元年度への繰越金となります。

次に、公共下水道事業特別会計について説明いたします。

予算総額は４億２,８５２万２,０００円であります。

歳入決算額は４億２,８６０万７,４６０円で、予算額に対する収入率は１００.０２

％、調定額に対しての収入率は９９.７３％で、収入未済額は９８万４,１９４円となって

おります。

その内訳は、分担金及び負担金４０万３,０００円、使用料５８万１,１９４円でござい

ます。

一方、歳出決算額は４億２,８３５万５,６３８円で、予算額に対しての執行率は９９.

９６％、不用額１６万６,３６２円を生じております。

このことから、公共下水道事業特別会計決算の歳入歳出差引残額は２５万１,８２２円

となり、全額が令和元年度への繰越金となります。

最後に、農業集落排水事業特別会計について説明いたします。

予算総額は６,０９４万９,０００円であります。

歳入決算額は６,０９５万２,２８０円で、予算額に対する収入率は１００.０１％、調

定額に対しての収入率は９９.８９％で、収入未済額は３万９,７３７円となっておりま

す。

その内訳は、分担金２万６,０００円、使用料１万３,７３７円でございます。

一方、歳出決算額は６,０８３万４,２３９円で、予算額に対しての執行率は９９.８１

％、不用額１１万４,７６１円を生じております。

このことから、農業集落排水事業特別会計決算の歳入歳出差引残額は１１万８,０４１

円となり、全額が令和元年度への繰越金となります。

以上のとおり、平成３０年度一般会計及び各特別会計歳入歳出決算の概要説明を終わり

ます。

御審議の上、認定いただきますようお願い申し上げます。

○議長（瀬川左一君） 次に、平成３０年度水道事業会計決算の概要について、上下水道

課長より説明を求めます。
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上下水道課長。

○上下水道課長（井上 健君） おはようございます。

ただいまから、平成３０年度七戸町水道事業決算の概要について御説明いたします。

最初に、水道の普及状況でありますが、給水人口は１万５,４１５人で、前年度に比べ

３６０人減少となりました。

給水契約件数は７,５８６件で、前年度に比べ３２件増加し、給水普及率は９８.８％

で、前年度に比べ横ばいとなりました。

次に、年間有収水量ですが１５６万９,３１４立米で、前年度に比べ１万１,５９７立米

減少し、１日当たりの最大配水量は７,４６６立米で、前年度に比べ３２８立米の減少と

なり、１日当たりの平均配水量も６,３２８立米で、前年度に比べ１７２立米の減少とな

りました。有収率は、前年度に比べ１.３ポイント増加して６７.９％となりました。

次に、工事関係では、計量法の規定による検定満期に達した９２８カ所のメーター交換

を行いました。

老朽管更新事業等におきましては、ライフライン機能強化事業及び道路改良工事関連に

よる整備で、４地区の１,５１９.８メートルの布設がえを実施しております。

なお、これらの工事に伴い、実施した石綿セメント管の布設がえ延長は９６０メートル

で、残り延長は４万６,４７９メートルとなっております。

次に、会計の状況につきまして、消費税抜きの数値で御説明いたします。

収益的収入及び支出では、収益的収入合計額は３億１,６９４万６,５４５円で、前年度

と比較し１２５万６,９６６円の減収となっており、給水収益では２４５万１,１７９円の

減収となりました。

主な収入といたしましては、給水収益が２億６,３５２万１,６０９円で、収入総額の８

３.１４％を占め、長期前受金戻入が４,４２６万９７円で、収入総額の１３.９６％を占

めています。

次に、収益的支出合計額は２億６,０７７万８,６０８円で、前年度と比較し４９２万

２,８０３円の増となりました。

主な支出といたしましては、企業債利息が２,２４０万８,８２２円、職員給与費が４,

３６７万８,０７５円、水質検査及び検針業務、浄水場管理業務等の委託料が２,０９３万

３,６８６円、減価償却費が１億４,１０３万５,３９３円でございます。

これにより、平成３０年度七戸町水道事業におきましては、収益的収入総額３億１,６

９４万６,５４５円、収益的支出総額２億６,０７７万８,６０８円となり、差引純利益が

５,６１６万７,９３７円となりました。

次に、資本的収入及び支出では、資本的収入合計額は１億３,１７２万６７６円、支出

合計額は２億４,９２０万１,７２４円であります。

収入では、ライフライン機能強化等国庫補助金が３,６００万円、老朽管更新事業に伴

う企業債借入金が６,０００万円、他会計負担金が３,５７２万６７６円であります。
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支出では、企業債元金償還金が５,７１３万２,５９５円、検定満期に伴う水道メーター

交換工事費等が２,９０２万９,１２９円、老朽管更新工事費等が１億５,５１６万円でご

ざいます。

なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、消費税込みで１億３,２７８万５,

１７１円であり、これを損益勘定留保資金から７,２５３万１,５８７円、減債積立金から

５,０００万円、消費税資本的収支調整額から１,０２５万３,５８４円で補塡しておりま

す。

以上で、平成３０年度七戸町水道事業決算の概要について、説明を終わります。

○議長（瀬川左一君） 次に、平成３０年度七戸町各会計決算審査意見書並びに平成３０

年度財政健全化審査意見書及び経営健全化審査意見書について、監査委員より報告を求め

ます。

代表監査委員。

○代表監査委員（野田幸子君） おはようございます。

平成３０年度七戸町各会計決算審査意見書について、御報告申し上げます。

お手元に配付しております、平成３０年度七戸町歳入歳出決算書の２１ページをお開き

いただきたいと思います。

審査の対象は、平成３０年度一般会計、各特別会計、水道事業会計、各会計実質収支に

関する調書及び財産に関する調書の１１項目でございます。

審査は、令和元年７月２２日から７月３０日までの７日間実施いたしました。

審査に当たりましては、町長から提出された決算書等の書類と会計管理者及び水道事業

管理者が保管する関係諸帳簿、諸書類との照合、関係責任者からの説明を聴取するなど、

書類等が適切に作成されているか審査いたしました。

その結果、審査に付された各決算は、関係諸帳簿及び諸書類等を照合した結果、計数に

誤りがなく、適切に処理されているものと認めました。

財政運営において重要な自主財源である町税及び町営住宅使用料などの税外収入におけ

る徴収率は、徴収体勢の強化策等により昨年度比較において、徴収率向上が見受けられま

すが、賦課徴収の公平性の観点からも徴収率向上のため、より一層の厳しい対応を望みま

す。

特に、国民健康保険税につきましては、今後の国民健康保険特別会計財政運営健全化の

観点から、さらなる徴収体勢の強化に取り組んでいただきたいと思います。

以下、２２ページから３７ページまでの説明は省略させていただきますが、各会計の前

年度との比較及び詳細について、それぞれ資料を掲載しておりますので、後ほどごらんい

ただきたいと思います。

以上、平成３０年度決算審査意見書についての御報告を終わります。

次に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づき、財政健全化審査意見

書及び経営健全化審査意見書について、御報告いたします。
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お手元に配付しております報告第２２号平成３０年度決算に基づく七戸町の健全化判断

比率及び資金不足比率の報告についての１ページ目と２ページ目をごらんいただきたいと

思います。

審査の対象は、平成３０年度実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来

負担比率並びに資金不足比率の５項目及びその算定の基礎となる事項を記載した書類であ

ります。

審査は、令和元年７月２６日に実施いたしました。

審査の概要ですが、町長から提出された健全化判断比率及び資金不足比率並びにその算

定の基礎となる事項を記載した書類が、適正に作成されているかどうかを主眼として実施

いたしました。

その結果、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び資金不足比率は、収支がいずれも黒字

であること、また、実質公債費比率及び将来負担比率は、早期健全化基準をそれぞれ下

回っている内容となっております。

ただし、これまでの数値を比較してみますと実質公債費比率は平成２９年度の５.４を

最小値に徐々に上昇傾向にあり、将来負担比率も平成２８年度の１２.５を最小値に上昇

傾向が見受けられるため、今後は、財政健全化へ向け、計画的でかつ優先順位を反映させ

た運営が必要と思われます。

また、審査に付された書類は、いずれも適正に作成されているものと認めました。

以上、平成３０年度財政健全化審査意見書及び平成３０年度経営健全化審査意見書につ

いての御報告といたします。

よろしくお願いいたします。ありがとうございました。

○議長（瀬川左一君） これをもって、決算の概要説明並びに審査意見書の報告を終わり

ます。

本件については、９月１７日までの審査期限とする議長を除く全議員をもって構成する

決算審査特別委員会を設置し、審査付託をしたいと思います。これに御異議ありません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（瀬川左一君） 御異議なしと認めます。

したがいまして、本件については、９月１７日を審査期限とする議長を除く全議員を

もって構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査をすることに決定し

ました。

──────────────────────────────────────

○散会宣告

○議長（瀬川左一君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。

なお、決算審査特別委員会を、本日の定例会終了後、直ちに招集しますので、このまま

御着席お願いします。
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なお、９月１１日の本会議は、午前１０時に再開します。

本席から告知します。

９月１１日の一般質問の順序をお知らせします。

１番目は２番の山本泰二君、２番目は１０番の佐々木寿夫君、３番目は７番の哘清悦君

となります。

本日は、これで散会します。

お疲れさまでした。

散会 午前１０時５２分


